
(1) 令和5年11月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第416号

№ 416

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

１Ｐ　ＢＢ大鍋フェスティバル 2023１Ｐ　ＢＢ大鍋フェスティバル 2023

２Ｐ　２Ｐ　山陰自動車道建設促進島根県決起大会山陰自動車道建設促進島根県決起大会

　　　三隅発電所 2号機「竣工感謝の会」　　　三隅発電所 2号機「竣工感謝の会」

　　　会館移転記念講演会・懇親会　　　会館移転記念講演会・懇親会

３Ｐ　３Ｐ　会議所月報、常議員会事業説明会議所月報、常議員会事業説明

４Ｐ　４Ｐ　女性のためのプチ創業セミナー女性のためのプチ創業セミナー

　　　はまだ起業家育成塾　　　はまだ起業家育成塾　　　　　　

５Ｐ　５Ｐ　青年部だより青年部だより

６Ｐ　年末年始開所日のお知らせ、出張経営相談会、６Ｐ　年末年始開所日のお知らせ、出張経営相談会、

　　　事業承継相談会、定例経営相談会　　　事業承継相談会、定例経営相談会

７Ｐ　７Ｐ　教育ローンのご案内、教育ローンのご案内、労働相談のご案内労働相談のご案内

　　　日韓食文化交流会参加募集　　　日韓食文化交流会参加募集

８Ｐ８Ｐ　2023 年　2023 年グッドデザイン賞受賞グッドデザイン賞受賞

　　　島根県　最低賃金　　　島根県　最低賃金

< も く じ >< も く じ >

5,000 食分のＢＢ大鍋と配食を待つ多くの人の行列5,000 食分のＢＢ大鍋と配食を待つ多くの人の行列

　　　　ＢＢ大鍋フェスティバル 2023ＢＢ大鍋フェスティバル 2023  

　4年振りにＢＢ大鍋復活！！5,000食振る舞う！！　4年振りにＢＢ大鍋復活！！5,000食振る舞う！！

　令和 5 年 11 月 4 日（土）、はまだお魚市場周辺特設会　令和 5 年 11 月 4 日（土）、はまだお魚市場周辺特設会

場で「ＢＢ大鍋フェスティバル 2023」（同実行委員会主場で「ＢＢ大鍋フェスティバル 2023」（同実行委員会主

催、櫨山陽介会長）が開催され、10,000 人の来場客が催、櫨山陽介会長）が開催され、10,000 人の来場客が

多彩な催しを満喫しました。多彩な催しを満喫しました。

　今年は「大鍋やるけぇ　食べにきちゃんさい」をテー　今年は「大鍋やるけぇ　食べにきちゃんさい」をテー

マに、マに、4 年振りにＢＢ大鍋が復活。4 年振りにＢＢ大鍋が復活。浜田産のアンコウ入浜田産のアンコウ入

りのＢＢ鍋がりのＢＢ鍋が来場者に振る舞われ、約 5,000 食を配食し来場者に振る舞われ、約 5,000 食を配食し

ました。ました。

　特設ステージではシーサイド　特設ステージではシーサイド石見神楽として石見神楽石見神楽として石見神楽

周布青少年保存会が恵比須などの 4 演目を披露、また、周布青少年保存会が恵比須などの 4 演目を披露、また、

地元鮮魚店によるアンコウ吊るし切り解体ショーの公開地元鮮魚店によるアンコウ吊るし切り解体ショーの公開

で会場を盛り上げていました。で会場を盛り上げていました。

　他にも地元浜田市内事業者による市民の店による飲食　他にも地元浜田市内事業者による市民の店による飲食

物販や車両展示、体験コーナー、自衛隊による車両展示物販や車両展示、体験コーナー、自衛隊による車両展示

などで賑わっていました。などで賑わっていました。

　来場客は、「4 年振りのＢＢ鍋を楽しみにしていたの　来場客は、「4 年振りのＢＢ鍋を楽しみにしていたの

で食べられて良かった。アンコウの切り身が入っていて、で食べられて良かった。アンコウの切り身が入っていて、

味も非常に美味しかった。」と感想を述べられ、振る舞味も非常に美味しかった。」と感想を述べられ、振る舞

われたＢＢ鍋に舌鼓をうっていました。われたＢＢ鍋に舌鼓をうっていました。

アンコウ吊るし切り解体ショーアンコウ吊るし切り解体ショー

多くの来場者で賑わうＢＢ会場多くの来場者で賑わうＢＢ会場
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に
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催
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催
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。
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催
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催
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事
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全
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こ
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全
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迎
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了
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迎
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催
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催
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催
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し
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催
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さ
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迎
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迎
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が
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㌔
）
や
三
隅
・
益

㌔
）
や
三
隅
・
益

田
道
路
（

田
道
路
（
1515
・・
22
㌔
）
が
開
通

㌔
）
が
開
通

予
定
で
開
通
率
は

予
定
で
開
通
率
は
8585
％
に
な
る

％
に
な
る

見
込
み
で
す
。

見
込
み
で
す
。

き
情
報
共
有
と
連
携
を
目
的
と

き
情
報
共
有
と
連
携
を
目
的
と

し
て
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

し
て
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　

当
所
も
引
き
続
き
、
同
連
絡

　

当
所
も
引
き
続
き
、
同
連
絡

会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
情
報
共
有

会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
情
報
共
有

と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
陰
自
動
車
道
建
設
促
進

山
陰
自
動
車
道
建
設
促
進

島
根
県
決
起
大
会

島
根
県
決
起
大
会

会
館
移
転
記
念
講
演
会

会
館
移
転
記
念
講
演
会

・
懇
親
会

・
懇
親
会

三
隅
発
電
所

三
隅
発
電
所
22
号
機
号
機

「
竣
工
感
謝
の
会
」

「
竣
工
感
謝
の
会
」



(3) 令和5年11月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第416号

 第２６０回 第２６０回常議員会の報告　（１０月１０日開催 )常議員会の報告　（１０月１０日開催 )

協議事項

１．会議所会員加入承諾について　    

　　[8月末会員数 ] 　1,133　[9月末会員数 ]　1,133     

　  [2023 年 4月1日現在商工業者数 ]　2,187

　　[組織率]   51.81％

    　加入事業所数 ： 7　　退会事業所数 ： 7

報告事項

１．2号議員の職務執行者の変更について

２．1号議員の職務執行者の変更について

３．市長要望について

４. 浜田・広島経済交流懇談会について

５. エネルギー価格高騰関連対応状況について

６. 出張経営相談会について

７.金融リテラシー向上セミナーについて

８.はまだビジネス・イノベーションスクール

　　セミナーについて

９.対話型ＡＩツールのビジネス活用セミナー

　　について

10. アクサ生命福祉制度キャンペーンの取組み

　　について

事業説明

「人手不足への対応について」

　説明者：浜田公共職業安定所

　　　　　所長　浅田　英昭　氏

会 議 所 月 報

新入会員のご案内新入会員のご案内/ご入会いただきありがとうございます/ご入会いただきありがとうございます

株式会社　堀越造園　　　　代表取締役　堀越　有祐 　　 浜田市野原町  　 建設業株式会社　堀越造園　　　　代表取締役　堀越　有祐 　　 浜田市野原町  　 建設業

（敬称略）（敬称略）

エスアーム　　　　　　　　代表　　　　佐古　郁夫 　　 浜田市佐野町　　 建設業エスアーム　　　　　　　　代表　　　　佐古　郁夫 　　 浜田市佐野町　　 建設業

株式会社　ジンザイスチール株式会社　ジンザイスチール　　　代表取締役　安田　郁夫 　　 浜田市周布町  　 鉄筋工事業　　　代表取締役　安田　郁夫 　　 浜田市周布町  　 鉄筋工事業

Pilina　　　　　　　　　　代表　　　　竹村　浩子 　　 浜田市内田町　　 Pilina　　　　　　　　　　代表　　　　竹村　浩子 　　 浜田市内田町　　 トリミングサロントリミングサロン

常

議

員

会

事

業

説

明

「

人

手

不

足

の

対

応

に

つ

い

て

」

　

令
和

　

令
和
55
年年
1010
月月
1010
日
、
当
所

日
、
当
所

会
議
室
に
お
い
て
第
２
６
０
回

会
議
室
に
お
い
て
第
２
６
０
回

常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

中
の
事
業
説
明
に
お
い
て
浜
田

中
の
事
業
説
明
に
お
い
て
浜
田

公
共
職
業
安
定
所
の
浅
田
英
明

公
共
職
業
安
定
所
の
浅
田
英
明

所
長
を
招
き
、
「
人
手
不
足
の

所
長
を
招
き
、
「
人
手
不
足
の

対
応
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説

対
応
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢

　

内
容
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
、
人
材
確
保
に
効
果

に
つ
い
て
、
人
材
確
保
に
効
果

的
な
採
用
管
理
、
定
着
管
理
、

的
な
採
用
管
理
、
定
着
管
理
、

就
労
条
件
の
雇
用
管
理
改
善
に

就
労
条
件
の
雇
用
管
理
改
善
に

つ
い
て
、
障
が
い
者
の
法
定
雇

つ
い
て
、
障
が
い
者
の
法
定
雇

用
率
引
上
げ
と
支
援
策
強
化
に

用
率
引
上
げ
と
支
援
策
強
化
に

つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
紹
介
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

の
紹
介
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。

　

当
所
と
し
ま
し
て
も
会
員
企

　

当
所
と
し
ま
し
て
も
会
員
企

業
の
人
手
不
足
等
解
消
に
繋
が

業
の
人
手
不
足
等
解
消
に
繋
が

る
助
成
金
等
制
度
周
知
に
取
組

る
助
成
金
等
制
度
周
知
に
取
組

み
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
等
関

み
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
等
関

係
各
所
と
連
携
を
図
り
取
組
ん

係
各
所
と
連
携
を
図
り
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ

と
支
援
策
の
強
化
に
つ
い
て

と
支
援
策
の
強
化
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

（
厚
生
労
働
省
）

　

障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や

能
力
に
応
じ
て
、
誰
も
が
職
業

を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き

る
「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念

の
下
、
全
て
の
事
業
主
に
、
法

定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害

者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
法
定
雇
用
率
の
引
上
げ

と
障
害
者
雇
用
の
支
援
策
の
強

化
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ
と
支

援
策
の
強
化
に
つ
い
て
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



(4)浜田商工会議所だより第416号 令和5年11月15日（発行定日15日）

次
世
代
を
担
う
起
業
家
の
育
成
を
支
援

次
世
代
を
担
う
起
業
家
の
育
成
を
支
援

は
ま
だ
起
業
家
育
成
塾

は
ま
だ
起
業
家
育
成
塾

　　

浜
田
を
舞
台
に
ゼ
ロ
か
ら
ビ

浜
田
を
舞
台
に
ゼ
ロ
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
「
は

ジ
ネ
ス
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
「
は

ま
だ
起
業
家
育
成
塾
」
が

ま
だ
起
業
家
育
成
塾
」
が
1010
月月

か
ら
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ

か
ら
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ

ラ
ザ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ザ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
基
礎
編
」

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
基
礎
編
」

と
し
て

と
し
て
22
回
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

回
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
編
」
と
し
て

ラ
ン
作
成
編
」
と
し
て
55
回
の
回
の

計計
77
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用

回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
前
半
戦
の
基

意
さ
れ
て
お
り
、
前
半
戦
の
基

礎
編
に
参
加
さ
れ
た

礎
編
に
参
加
さ
れ
た
2121
名
が
先

名
が
先

輩
起
業
家
か
ら
の
経
験
談
、
事

輩
起
業
家
か
ら
の
経
験
談
、
事

業
の
基
本
や
財
務
諸
表
の
読
み

業
の
基
本
や
財
務
諸
表
の
読
み

方
を
学
び
ま
し
た
。

方
を
学
び
ま
し
た
。
1111
月
か
ら

月
か
ら

は
後
半
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お

は
後
半
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
最
終
回
で
は
受
講
者
が
作

り
、
最
終
回
で
は
受
講
者
が
作

成
し
た
渾
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

成
し
た
渾
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予
定

ン
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
「
創
業
塾
専
任
講

　

講
師
に
は
、
「
創
業
塾
専
任
講

師
」
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

師
」
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
を
有
す
る
浜
田
市
出

ス
の
実
績
を
有
す
る
浜
田
市
出

身
の
井
野
口
房
雄
氏
を
招
い
て

身
の
井
野
口
房
雄
氏
を
招
い
て

お
り
、
ご
自
身
が
役
員
と
し
て

お
り
、
ご
自
身
が
役
員
と
し
て

株
式
上
場
さ
れ
た
経
験
や
、
連

株
式
上
場
さ
れ
た
経
験
や
、
連

続
起
業
家
と
し
て
の
豊
富
な
知

続
起
業
家
と
し
て
の
豊
富
な
知

識
を
も
と
に
し
た
熱
の
こ
も
っ

識
を
も
と
に
し
た
熱
の
こ
も
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
今
後
と

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
今
後
と

も
次
世
代
を
担
う
起
業
家
の
育

も
次
世
代
を
担
う
起
業
家
の
育

成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
す
。

女
性
た
ち
の
夢
へ
の
一
歩
を
応
援

女
性
た
ち
の
夢
へ
の
一
歩
を
応
援

女
性
の
た
め
の
プ
チ
創
業
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
た
め
の
プ
チ
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

令
和

　

令
和
55
年年
99
月
か
ら
「
女
性

月
か
ら
「
女
性

の
た
め
の
プ
チ
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

の
た
め
の
プ
チ
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

が
浜
田
市
立
中
央
図
書
館
で
、

が
浜
田
市
立
中
央
図
書
館
で
、

全全
33
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
面

回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
面

談
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
形
式
で

談
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
形
式
で

開
催
さ
れ
、

開
催
さ
れ
、
1010
回
目
を
迎
え
る

回
目
を
迎
え
る

今
回
は
創
業
を
志
す

今
回
は
創
業
を
志
す
1212
名
の
女

名
の
女

性
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

性
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女
性
が

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
女
性
が

在
宅
で
も
可
能
な
事
業
の
起
業

在
宅
で
も
可
能
な
事
業
の
起
業

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
働
き
方
の
創
出
を
図
り
、

た
な
働
き
方
の
創
出
を
図
り
、

女
性
の
社
会
進
出
及
び
起
業
の

女
性
の
社
会
進
出
及
び
起
業
の

気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
延
べ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
延
べ

150150
名
を
超
え
る
受
講
者
か
ら
は

名
を
超
え
る
受
講
者
か
ら
は

11
割
近
く
の
方
が
実
際
に
起
業

割
近
く
の
方
が
実
際
に
起
業

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
広
島
市
で
コ
ン

　

講
師
に
は
、
広
島
市
で
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
を
展
開
す
る

サ
ル
タ
ン
ト
業
を
展
開
す
る

（
株
）
ソ
ア
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
牛
来

（
株
）
ソ
ア
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
牛
来

社
長
ら

社
長
ら
33
名
を
招
き
、
ビ
ジ
ネ

名
を
招
き
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
具
体
化
や
効
果
的

ス
プ
ラ
ン
の
具
体
化
や
効
果
的

な
営
業
・
販
促
方
法
な
ど
を
学

な
営
業
・
販
促
方
法
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
今

び
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
今

ま
で
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
が

ま
で
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
が

形
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
学
ん
だ

形
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
開
業
に
む
け
挑

こ
と
を
活
か
し
開
業
に
む
け
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い

戦
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い

言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
今
後
と

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
今
後
と

も
女
性
の
起
業
や
社
会
進
出
を

も
女
性
の
起
業
や
社
会
進
出
を

支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
き

支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

起業を目指しセミナーを受講する女性起業家たち起業を目指しセミナーを受講する女性起業家たち

講師からビジネスプランを学ぶ受講者たち講師からビジネスプランを学ぶ受講者たち

【問い合わせ先】【問い合わせ先】　　　　浜田商工会議所浜田商工会議所　　　　TEL ： 0855-22-3025　ホームページ ： http://www.hamada-cci.or.jp/TEL ： 0855-22-3025　ホームページ ： http://www.hamada-cci.or.jp/

入会のメリット入会のメリット

 年会費       年会費      法人事業所　１１，０００円　　　法人事業所　１１，０００円　　　個人事業所　６，６００円個人事業所　６，６００円

会員増強にご協力ください会員増強にご協力ください

　　〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。　　〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。

　　〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。　　〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。

　　〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。　　〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。

　　〇　各種販売促進事業の情報提供及び参加ができます。　　〇　各種販売促進事業の情報提供及び参加ができます。

　　〇　事業に役立つ情報が掲載される会議所会報が届きます。　　〇　事業に役立つ情報が掲載される会議所会報が届きます。

　　〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。　　〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。

　　〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。　　〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。
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［  浜田商工会議所 青年部だより － 11 月号 － ］

総会参加者で記念撮影総会参加者で記念撮影

１０月定時総会について 総務委員長　原田　和弘

中で、ＢＢ委員長より「ＢＢ大鍋フェスティバル中で、ＢＢ委員長より「ＢＢ大鍋フェスティバル

2023」への抱負とＰＲがありました。当日は、多2023」への抱負とＰＲがありました。当日は、多

　　令和 5 年 10 月 18 日（水）に浜田商工会館 3 階令和 5 年 10 月 18 日（水）に浜田商工会館 3 階

会議室ＡＢにて、10 月定時総会を開催いたしまし会議室ＡＢにて、10 月定時総会を開催いたしまし

た。た。

　本総会では、令和 6 年度の役員の選任の議題が　本総会では、令和 6 年度の役員の選任の議題が

あり、選考委員会からの案に対して満場一致で承あり、選考委員会からの案に対して満場一致で承

認され、令和 6 年度の新役員が決定しました。10認され、令和 6 年度の新役員が決定しました。10

月定時総会が終わり、令和5年度も折り返しが過ぎ、月定時総会が終わり、令和5年度も折り返しが過ぎ、

総務委員会として 1 月例会・卒業式とありますが総務委員会として 1 月例会・卒業式とありますが

委員会の方々と共に協力し準備を進めてまいりま委員会の方々と共に協力し準備を進めてまいりま

す。す。

　その後、同会場にて懇親会を行いました。その　その後、同会場にて懇親会を行いました。その
選任された令和 6年度廣瀬会長予定者選任された令和 6年度廣瀬会長予定者

くのご来賓・ＯＢ ・くのご来賓・ＯＢ ・

ＯＧの方々にもお越しＯＧの方々にもお越し

頂き、約 1時間でした頂き、約 1時間でした

が現役メンバーへの励が現役メンバーへの励

ましのお言葉を頂戴しましのお言葉を頂戴し

和やかな雰囲気で懇親和やかな雰囲気で懇親

を深めることができまを深めることができま

した。した。
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令和 5年令和 5年 12 月 12 日（火）12月 12 日（火）　10時～ 16時　10時～ 16時 開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 5年令和 5年 1212 月 13 日（水）　10時～ 16時月 13日（水）　10時～ 16時

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会

　　 事業承継・経営相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

会 議 所 年 末 年 始 閉 所 日 の お 知 ら せ

　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

出張経営相談会スケジュール
日程日程 場所場所 時間時間

１２月１４日（木）１２月１４日（木） 周布まちづくりセンター周布まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

　　１月１１日（木）　　　１月１１日（木）　 浜田卸商会館浜田卸商会館  9：30 ～ 11：30 9：30 ～ 11：30

　　　　２月　８日（木）２月　８日（木）【予定】【予定】 長浜まちづくりセンター長浜まちづくりセンター  9：30 ～ 11：30 9：30 ～ 11：30

　３月１８日（月）　３月１８日（月）【予定】【予定】 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター  9：30 ～ 11：30 9：30 ～ 11：30

  

＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！

令和５年１２月２９日（金）　～　令和６年１月３日（水）令和５年１２月２９日（金）　～　令和６年１月３日（水）

下記期間は閉所させていただき、年始は令和6年1月4日（木）からとなります。

また、会議所だより12月号はお休みさせていただきます。

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

会 議 所 出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ

無　料無　料
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おお子子ささままのの教教育育資資金金をを「「国国のの教教育育ロローーンン」」（（日日本本政政策策金金融融公公庫庫））ががササポポーートト！！  

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。 

【ご 融 資 額     】お子さま１人あたり３３５５００万万円円以以内内 

【金     利】年 2．2５％ 固定金利 

             ※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収 200 万円（所得 132 万円）以内の方」

または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収 500 万円（所得 356 万円）以内の方」は年１．

85％ 

（令和５年 10 月 2 日現在） 

【ご返済期間】１１８８年年以以内内  

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金･家賃など 

【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能） 

【保   証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能） 
 
詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター   
（００５５７７００－－００００８８６６５５６６（ナビダイヤル）または （０３）５３２１－８６５６）
までお問い合わせください。 

 

労 働 相 談 （ 無 料 ） の ご 案 内
日常の仕事の中でパワハラや労働条件などへの疑問やトラブル、採用や解雇などに日常の仕事の中でパワハラや労働条件などへの疑問やトラブル、採用や解雇などに

関する悩みはありませんか？関する悩みはありませんか？

県雇用政策課では、労働者・事業主の皆さんを対象に労働相談窓口を常設し、県雇用政策課では、労働者・事業主の皆さんを対象に労働相談窓口を常設し、

労働相談員等が助言や専門機関の紹介等を行っています。労働相談員等が助言や専門機関の紹介等を行っています。

無料、秘密厳守ですので、お気軽にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無料、秘密厳守ですので、お気軽にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　●電　話　相 談 日　毎週月・水・金曜日（原則）　　　●電　話　相 談 日　毎週月・水・金曜日（原則）

　　　　　　　　相談時間　８：３０～１７：１５    受付は１６：４５まで　　　　　　　　相談時間　８：３０～１７：１５    受付は１６：４５まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　●メール　雇用政策課ホームページの専用フォーム　　　●メール　雇用政策課ホームページの専用フォーム

　　　　　　　　　　島根県　メール de 労働相談　　　　検索　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県　メール de 労働相談　　　　検索　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　●問合わせ先　島根県商工労働部雇用政策課　　　　　　　　　●問合わせ先　島根県商工労働部雇用政策課　　　　　　

　　　　　松江市殿町 1　県庁本庁舎２階　　　　　松江市殿町 1　県庁本庁舎２階

　　　　　専用ダイヤル ０８５２－２２－６５５７　　　　　専用ダイヤル ０８５２－２２－６５５７

「メール de 労働相談」は↑「メール de 労働相談」は↑

教 育 ロ ー ン の ご 案 内

日 韓 食 文 化 交 流 会  参 加 募 集

　　石央地区日韓親善協会では、“食”を通してお隣韓国の文化に触れてもらおうと、今年も食文化交流石央地区日韓親善協会では、“食”を通してお隣韓国の文化に触れてもらおうと、今年も食文化交流

会を開催します。講師と島根県立大学の留学生を交え、楽しく韓国の家庭料理を作ってみませんか？会を開催します。講師と島根県立大学の留学生を交え、楽しく韓国の家庭料理を作ってみませんか？

　　日　時　：　令和 6年 1月 20 日（土）　10時 00 分～ 15 時 00 分（予定）日　時　：　令和 6年 1月 20 日（土）　10時 00 分～ 15 時 00 分（予定）

　場　所　：　浜田市総合福祉センター　調理室（浜田市野原町８５９－１）　場　所　：　浜田市総合福祉センター　調理室（浜田市野原町８５９－１）

　講　師　：　福島　明淑　氏（ミョンスクハングル友の会代表）　講　師　：　福島　明淑　氏（ミョンスクハングル友の会代表）

　定　員　：　先着　20名　定　員　：　先着　20名

　参加料　：　500 円（材料代として）　参加料　：　500 円（材料代として）

　締　切　：　令和 6年 1月 15 日（月）※定員になり次第締切　締　切　：　令和 6年 1月 15 日（月）※定員になり次第締切

　≪問い合わせ先≫　　石央地区日韓親善協会事務局（浜田商工会議所内）　　　≪問い合わせ先≫　　石央地区日韓親善協会事務局（浜田商工会議所内）　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　　　
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　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0026　島根県浜田市田町 1668　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：田村　洋二　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 50 円（但し会員の購読料は会費の中に含まれます）

「 う ま が お 」 デ ザ イ ン
2 0 2 3 年 G O O D  D E S I G N 賞 受 賞

　吉寅商店株式会社（本社：浜田市下府町・来原明　吉寅商店株式会社（本社：浜田市下府町・来原明

宏社長）、株式会社 kirin（広島市）、IDEA（広島市）宏社長）、株式会社 kirin（広島市）、IDEA（広島市）

と共同で立ち上げた商品ブランド「うまがお」（商標と共同で立ち上げた商品ブランド「うまがお」（商標

登録済）のデザインが、2023 年 GOOD DESIGN 賞を 3登録済）のデザインが、2023 年 GOOD DESIGN 賞を 3

社共同で受賞されました。社共同で受賞されました。

　グッドデザイン賞は、製品、建築、ソフトウェア、　グッドデザイン賞は、製品、建築、ソフトウェア、

システム、サービスなど、私たちを取りまくさまざシステム、サービスなど、私たちを取りまくさまざ

まなものごとに贈られ、かたちのある無しにかかわまなものごとに贈られ、かたちのある無しにかかわ

らず、人が何らかの理想や目的を果たすために築いらず、人が何らかの理想や目的を果たすために築い

たものごとをデザインととらえ、その質を評価・表たものごとをデザインととらえ、その質を評価・表

彰する、日本で唯一の総合的デザイン表彰制度です。彰する、日本で唯一の総合的デザイン表彰制度です。

　「うまがお」ブランドのデザインに至った経緯は、　「うまがお」ブランドのデザインに至った経緯は、

同社の地場特産であるバトウを使った商品を県外に同社の地場特産であるバトウを使った商品を県外に

売り出したときに県外バイヤー等のバトウ（馬頭鯛）売り出したときに県外バイヤー等のバトウ（馬頭鯛）

の認知度が低く、「バトウって何？」という声が多くの認知度が低く、「バトウって何？」という声が多く

あったことから商品ブランド力とデザイン力強化すあったことから商品ブランド力とデザイン力強化す

ることがきっかけでした。デザインは、「美味しいもることがきっかけでした。デザインは、「美味しいも

のを食べたときのうま顔、バトウ（馬頭鯛）と掛けのを食べたときのうま顔、バトウ（馬頭鯛）と掛け

た馬顔風、6 人のモデル（祖父・母・子・孫）からた馬顔風、6 人のモデル（祖父・母・子・孫）から

連想される家族の美味しい顔をコンセプトに作成さ連想される家族の美味しい顔をコンセプトに作成さ

れました。デザインについては、同社の「うまがお」れました。デザインについては、同社の「うまがお」

シリーズ（うまがお天然馬頭鯛のうま味だし、うまシリーズ（うまがお天然馬頭鯛のうま味だし、うま

がおラーメン〈味噌、豚骨、醤油〉）の商品に使われがおラーメン〈味噌、豚骨、醤油〉）の商品に使われ

ています。ています。

　受賞された来原社長は、「今回受賞できたことは大　受賞された来原社長は、「今回受賞できたことは大

変喜ばしい。受賞したことで各方面から取材等も来変喜ばしい。受賞したことで各方面から取材等も来

ており、商品の認知、しいては地場産品の認知を県ており、商品の認知、しいては地場産品の認知を県

外に広め波及効果が続けばと願っている」と述べら外に広め波及効果が続けばと願っている」と述べら

れました。れました。

受賞した「うまがお」のデザイン 「うまがお」シリーズの商品


